
「キャリアパス・人材育成に関する調査」にご協力をお願いします。 

 
 
群馬県社会福祉協議会では、「群馬県福祉人材センター」を設置し、福祉・介護人

材の確保・定着に向けた検討や提案をしてまいりました。 

 

厚生労働省においては福祉・介護職員等処遇改善加算にキャリアパス要件を加え処

遇改善と資質向上の取り組み、雇用管理の改善、労働環境の改善の取組を進めていま

すが、事業所においてはキャリアパスの構築方法がわからない、または構築はしたが

果たして正しく構築されて、きちんと機能しているか判断が困難であるといったこと

が予想されます。 

そこで、今後の福祉人材の確保・定着に向けた事業を展開し事業者への支援に役立

てるため、法人の理念、法人の理念を達成するための人材育成の理念・方針、組織に

必要な人材育成のためのキャリアパスの取組と年間研修計画の策定、OJT、OFF・JT、

SDSの効果的な活用状況についての現状調査を実施します。 

つきましては、ご多忙の所誠に恐縮ですが、本調査へのご協力をお願いします。 

 

①この調査は、群馬県内の福祉・介護職員処遇改善加算の加算Ⅰを取得している事業

所を始め、全ての社会福祉法人施設・事業所を対象に実施します。 

 

②このキャリアパスの構築は、以下の手順で構築していきます。調査は、項目毎に確

認いたします。 

■ 事業所基本情報 

Ⅰ 人材育成体制の整備状況について 

Ⅱ ＯＪＴ（職務を通じての研修）の実施体制について 

Ⅲ 貴施設・機関におけるOFF-JT（職務を離れての研修）の実施体制について 

Ⅳ ＳＤＳ（自己啓発支援制度）の実施体制について 

Ⅴ 人事評価制度の実施体制について 

Ⅵ 常勤職員以外（非常勤嘱託、パート、アルバイト）の人材育成について 

 
③個別の回答情報は行政機関を含め提供しません。 
 
④結果については、群馬県社会福祉協議会のホームページ等で公表します。 

  



〔説明資料〕 
１．⼈材育成体制の整備の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．キャリアパスの定義について 

キャリアパス（career path）とは、「キャリア」の道筋であり、「職業経歴上の道筋」を意味
するものです。具体的には、段階（職位または対応役職）、求められる能⼒、必要経験年数等を⼀
覧表にして⽰したものを指します（「参考資料５．キャリアパスの例」参照）。 
 
３．福祉の「職場研修」の定義 

 

 

４．OJT の推進体制 
 
 
  

研修形態 内容 
OJT 

〜職務を通じての研修〜 
職場の上司（先輩）が、職務を通じて、または職務と関連させな
がら、部下（後輩）を指導・育成する研修。 

OFF-JT 
〜職務を離れての研修〜 

職務命令により、⼀定期間⽇常⽣活を離れて⾏う研修。  職場内
の集合研修と職場外研修への派遣の２つがある。 

SDS 
〜⾃⼰啓発⽀援制度〜 

職員の職場内外の⾃主的な⾃⼰啓発活動を職場として認知し、経
済的・時間的な援助や施設の提供などを⾏うもの。 

全国社会福祉協議会「福祉の『職場研修』マニュアル」、2000 年、p13 を⼀部改変 

全国社会福祉協議会「福祉の『職場研修』マニュアル」、2000 年、p49 を⼀部改変 

□︓初任者OJT リーダー   △︓初任者 
 

案 



５．OJT の基本ステップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状および将来の仕事、ポストに必要とされる価値観・態度、知識・情報、技術・技能等の能
⼒のうち求められる姿（能⼒）に照らして、不⾜している部分がOJT ニーズ（必要点）である。 
 

第１ステップ︓OJT ニーズの把握 

OJT ニーズ あるべき姿（能⼒） 現状の姿 ＝ － 

ニーズの把握ができたら、次の重点⽬標を設定する。OJT の⽬標とはめざすべき能⼒の到達ゴ
ールである。できるだけ具体的に設定するのが望ましい。 

①何を（⽬標項⽬）、②どのレベルまで（⽬標⽔準）、③いつまでに（⽬標期限） 
また、この⽬標は、本⼈の「⾃⼰啓発⽬標」と⼀致させることが望ましい。 

OJT 計画は、⽬標レベルに到達させるための指導内容の具体化である。部下のレベルや職場の
実情に合わせて、指導計画を⽴てることが重要である。 

上司－部下の育成⾯談を通じて、ニーズ・⽬標の相互調整と共有化を⾏うとよい。 

 
計画に基づくOJT の実施である。指導⽅法は、計画に折り込まなければならないが、⽇常の

様々な機会をとらえて指導していくのが望ましい。 
①教える 
②⾒習わせる 
③経験させる 
④動機づける 
⑤特別の⽅法で指導育成する  などさまざまな⽅法がある。 

指導した結果を確認し振り返る。 
①⽬標項⽬の達成状況の確認と評価を⾏う。 
②プロセス上の問題点を把握する。 
③今後の研修ニーズを発⾒するなど、本⼈と話し合いフォローアップすることも必要である。 

第２ステップ︓OJT の重点⽬標の設定 

第３ステップ︓OJT 計画の⽴案 

第４ステップ︓OJT の実施 

第５ステップ︓OJT の結果の確認とフォローアップ 

全国社会福祉協議会「福祉の『職場研修』マニュアル」、2000 年、p63 を⼀部改変 



６．段階とカテゴリが設定されたキャリアパスの例 ※令和５年度「福祉施設キャリアパス研修」で詳しい作成⽅法を学習することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  


